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（

雜
　

　
録
）

　
O
浮
滋

性
紐

蟲

敏

示
を
深

謝
す

。

●
淨
游
性
紐
蟲
　
（

擁

谿

轡

（

能…

谷
三

郎
）

紐
蟲

と

云
へ

ば

大

概
海

産
で、
底
の

泥

等

に

潜
つ

て

居

う

か
、

又

械

海

藻

等
の

間
に

佳

ん
で

居
ろ

者

で

あ

る

が
、

池
田

博
士

の

甞
て

研
究

さ

れ

れ

こ、｛．、
要、
ミ
こ、
ミ

と

か

叉

は

「、
ミ
ミ
こ

ミ

≧
爵

等
の

僅
P

に

淡
水

中

或
は

濕
地
に

生

活
し

て

居

る

者

も

あ
り、
　
又

高
倉

先

生
の

記

載
さ

れ

恥

≒
蕁．
ミ
こ．
こ

ミ、
3
へ、
き

感、宀
こ

、
ミ
≧

曁

の

樣
に

寄

生

若
し

ぐ

ほ
之

に

類

し
れ

檬

菰

生

活
な

マ

る

者

も
あ

ろ
。

茲
に

云

ふ

泙

濾
性

紐

蟲
の

如

き

も
唯

其

習

性
が

珍

ら
し

い

者
で

あ
ろ

の

み

て

な

く
、

比

較
的

稀
に

し

か

採

集
さ

れ

ぬ

者
で

も

あ
叫
、

其

搆

造
及

分

類
上

の

位

置
に

於
て

も
大

分

特

別
の

點
が

あ
る

樣
で

あ
る

。°

　

挿
圖
一

及
二

に

出

し
た
の

は

共
に

俘

游
性

紐
蟲
の

例
で

あ

る
。

ど
ち

ら

も

相
模

灣
で

綵

集
さ

れ

だ

者
で、

探
つ

泥
の

は
外

入
で

あ

る

が

吾
等
の

目
に

觸
れ
る

見
込
の

最
も
多
い

者
で

あ
ら

う
。

　

挿
圖
の
一

は

津
智
唱

9
尾
ミ轉
§．
暫
読

…
鳥

ミ
魯
鷺

蛮．
戸宀
＄
豸

と

云

ふ

種
類
で
、

一

八

七
五

年
六

月
相

模

灘
の

七

五

五

乃
至

四

二

〇

プ

ア

ゾ
ム

の

點

で
、

チ

ヤ

レ

ン

ヂ

ャ

ー
」

號
の

ト

ロ

ー

戸

に

入
つ

陀

者
で

、

乘
組
ん

で

居

控

彡，一

嘗
二

言
o
蓋

qDq

霧冖

氏
が

發
見

し、

髯
畠
H

霽

篆

が

親

し
く

觀
察
し
起

者
で

あ
る
。

之

は

漂

游

性
紐
蟲

の

第
コ

番
日
に

採

集
さ

れ
た

標
本
で
、

而
も

此

種

は

此

時

以
後
一

も

採
集
さ

れ

た

事
が

な
い

。

　

從
っ

て

此
種

は

唯

當
時
不

完
全
な

標
本

に

よ

つ

て

表

面
的
に

觀

察
さ

れ
陀

切
り

で

あ
る

か

ら
、

體
制
等
の

不
明
な

點
が

多
い

。

此

圖
に

あ

る

樣
に

體

縁
に

縊
れ

が

あ
る

の

は、

帥
ち
標

本
が

壊
れ

か

・

・

つ

た

證
據
で

あ
る

。

　

長
さ

は
一

三

糎
幅
一

一

糎
厚
さ
一

糎
位
の

小

さ

な

者
で

無
色

透

四

　

明、

唯
腸
管
の

み

が

黒

褐
色
に

見
え
た

。

　

　

體
の

構
造
は

略
々

圖

に

よ

つ

て

分
る

逋
b
、

體
の

前
端
は

廣
く
ド

　

圓
く
な

り

後

端
は

稍
尖
る

。

前
端
に

吻

鞘
の

開
口

が

あ

り

其

腹
面

　

に

之

と
獨
立

に

ロ

が

開

く、

後
端
に

は

肛

門
（

a
）

が

あ
る

。

消
化

管

　

の

中

膓
に

は
五

對
の

枝
（

d
）

が

左

右
に

出
る、

其

内
第
一

對
は

最

モ｛
　

長
く

先
で

分

岐
す
る。

第
二

對
以

下

次

第
に

短
い

。

吻
（

P
）

は

體
の

尸
　

略
二

倍
の

長
さ
、

針
を

認
め

る

事
が

出
來
な

か

つ

だ

と
云

ふ
。

吻

鞘

　
（

£P
）

は

體
の

後
端
に

近
い

處
迄

逹

し
て

届
る

。

腦
（

9
）

で

は

背
側
の

　

球

が
著
し
〈

腹
側
の

者
よ
り

大

き

く
、

之

よ
り

體
の

側
縁
に

浩

う

　

て

鵜
經
幹
（

n
）

が

田
で

後
端
で

相

連

絡
す
る
。

此

禪
經

幹
よ

り

左

…
　

右
に

細
い

神
經
が

多

く

出
て

居
る

。

血
管
（

v
）

は

神
經

幹
に

潅

う
て

…
　

多
少

蜒
り

乍
ら

走
り、

後
端
で

左

右
連

絡
し、

前

端
腦
の

直
後
で

　

は

特
別
に

太

く
な

つ

て

居
る

。

背
血
管
も
な

く

又

横
の

連
絡
も
な

．…
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

エ

　

い
。

筋
肉
は

環

朕
に

走
る

纖
維
（

、
II

）

と

縱
に

逋
つ

て

居
る

繊
維
束

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　

じ

…
　
（

 
）

が

著
し
い
。

採

集
さ

れ

陀

標

本
は

雌
で

卵
菓
（

o
）

が

數
卦
紳

　

經

幹
の

内
側
に

滯

う
て

並

ん

で

居
だ

。

 
　

　

日

本
近

海
か

ら

採
集
さ

れ

た

浮

游
性
紐
蟲
が

今
一

種
あ
る

。

之

　

は
ア

ラ 、
ン
・
オ

ー
ー

ス

ド

ソ

氏
の

三

崎

附

近
で

採

集
し

泥

六
個
の

標

一
　

本
で、

氏
か

ら

国・

寓
¢

さ、
缶

氏

を

經
て

回

P

＞・
］、、
；

垂
鬟

氏
の

　

手
に

入
り

同

氏
が

研

究
し
て

ン、
ミ、、
ミ

ミ
ミ、、
、、、

こ
ミ

ミ
丶
ミ

と
云

ふ

　

名
で

＼
こ

ミ

ミ

｝へ．＼
こ．

」

長
ミ

ミ、．】
冖

三
笛

二
！

ぴ（∀

に

記

し

た

者
で

あ

　

る。

處
が

此

頃

浮

游
性
紐
蟲
の

モ

ノ

グ

ラ

フ

を
書
い

た
一
“
三

z
「
窪
〉

名

　

氏
は

之

を
從

來
か

ら
廣
く

知
ら

れ
て

居
た

ン．・

こ

ミ・
こ

ミ
 

／ ．

妻
−

　

崔
「

い

と

同
一

種
と
し
陀

。
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嘗

§
サ
苳
含
塗

ぐ

崔
彰
F
ご

は

挿

圏
二

に

示
し

だ

逋

り
の

形
で

頭
部
は

卵

形、

其

後
で

少
し
く

狹
ま
り、

體
の

中
部
で

は

側

縁
が

略

卒
行

し

尾
の

樣
な

部
分
で

叉

鋏
く
な

り、

そ

れ
か

ら

扇

形
に

弘
が

る
。

胴
の

後
部
及
尾

部
に

は

鰭
の

様
な

附

属
物

が

あ
る

．

そ

れ

か

ら

雄
に

は

頸
部
に

圖
の

如

き

觸
手
が

附
い

て

居
る

が、

雌
に

は
之
が

な
い

丿

大
き

さ

は

長
さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

d

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
「i一「

雄
二

一

乃
至

四
二

糎、

雌
一

七

乃
至

四
五

糎、

難
讎
翫
贋

謙

紅
色
で

觸
手
や

鰭
は

無

色

で

あ
る
。

　

内
部
の

構

造
は

闘

無

し
で

は

分

ち
惡
い

か

ら

簡
單
に

す

る

が、

腸
に

は

前
の

種
よ

b
も
多

數

の

枝

管
が

あ

り、

叉

中

腸
よ

り

は

前

方
に

向
ふ

盲
膓
が

數
墾
あ

る
。

吻

鞘
は

尾
部
附

近
迄

達

し、

具
へ

て

居
る

。

器
は

共
に

無
い

。

　

　
　
　

．

　
髴

・

イ
塾

蕨

　

　

ず
壷

・

　

　
　
　

　

 

　

　
　
　

　
　

奪

窪

幽

の

問
に

あ
る、

共

數
二

三

十

對
、

此

種
は

分
布
の

廣
い

種
で

あ
み

が、

多
く

は

太
西

洋
か

ら

採
れ、

太

手

洋
方

面
で

は
三

鋳
附

近
の

外
カ

リ
ノ

オ

川

ニ

ァ

近
海
か

ら

採

集
さ

れ

だ
。

深
さ

は

千
米
位
或

は

そ

れ

よ

り

深
い

。

三

崎
附

近
の

は

深
さ

は

分
ら
な

い
。

　
の

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　　
ロ

　

　
　

　

　

の

　

　
　

　

　

　
　

　
　

　

　

淨
游
性

紐
蟲
レ

特
徴

及

分
類
上
の

位

置
　
淨
游

性

紐

蟲
の

類
で

　
　

　

　
 

瞳

へ

麹
込

迩
、

罫
窪

載

ガ 』・卩
虫
．．

予，．
．

靱
繁、
蜘

マ

：

ギ
…

譲
匙

L・
ト

ピ

軒

・．
毅

 

λ
醗

・』♂

1

吻
は

體
よ
h
少
し

長
く
、

小

さ

な

針
を

　
　

　

　
　

血
管
は

側

血
管
の

外、

背
血

管
が

あ
る
。

眼

及
頭

煎

　
　

　

　
　

　

精
集
は

頭

部
に

か

た

ま
つ

て

腦
の

附
近
か

ら

觸

手
の

墓

部
迄

に冖
旦

つ

て

あ
り、

其

數
、

十
二

三

封
か

ら
二

十
三

四

…

封

迄、

卯
簍
は

之
に

反
し

體
の

側

面
の

全
長
に

亘
つ

て

膓
の

枝
管

（

雜

　

　

録
）

　
O
桴
濾
性

灘
蟲

拶
a

h
、

气口
き
衛
雇

＾ヒ
ξ

三
〜幽

　

　
　

　

　
厂

丸

‘

ー
匹
臨

告

式
幽、
・

　　　　　L1 ’
c1 岬 川 酬 2・ム・メ 脚 ド・略 〜广 ｝岩 R6EK ・

a，　肛 門　　@cu皇卜　環莠是 筋　@　61， 　腸 の枝@ 　　9 ＿畠I　　　i，　聾勢 　　 1 母

s 走筋 n ． 神經幹　・・卵葉　1・．吻　ps・吻 鞘

Y ・ 血 管 　　　
　
　2
，
一X ’e（・tw ‘1 ， ’1屮 ，確討F，ぬマ齢〆 〜i．S　V］｝iS

DILI ． 　　 　 　吻の基部に甥 fe 　 tt す斑點

腦
（
二

倍
余

）

現
在

知

れ
て

居
る

も

の

は

十

屬
三

十

餘
種、

總

て

ζ
砿

毎三
。謡
の

凄
δ

宴
ご

、

「

宀
｛

ゴ

自ヨ
ヨ

の
調

o
立
2回

？

ゴ

。
旨

三
に

入

る

。

言

受

国
−

ﾄ
＞2z

　は
此

目を
分

つ
て

と
三
巨
o

一

＝
ぎ

．

尹

　

一

4c

［
詈

≡

『

霞

き
の

二
つ

に
し

て
居

。

之
ぽ

其
吻

に
あ

る
針
の形
か

ら
名

づ

け
控
者

で

9H

三
さ

畧

−

ま
¢

葺

　
と
云

ふ
方

針
が

臺

の樣

に
な

つ
セ
部

の
上

に

唯
一
つ
あ

る者

、

H
．

塗
7

h
¢

擘
は

比較

的

．
→
、

な
針

が

臺
の
上

に
多

く

並

ん
で

、
全

體
多

少

體動

物

の
齒
舌
に

似

た
樣

な
形

をし
て

居

る

者で
あ

る

。浮

游
性

蟲
は

總
て

此
の

］

．
つ
乏聾；

、
苳
に入る
が、浮

游

性
で

な
い

者

で
は
一

き
｝

）
讐

ξ

三
．

「

夛

宀
・

の

者が

之

に
入

る
（

紐

蟲

の

目

就

て

は

本
誌
二
六

卷

八

七

頁
、

叉

吻

に
就

て

は
同

十

七
卷

一

三

頁

參照せ
ら
れた し   。 浮 游 性 紐 蟲 の全 體 の 特 徴 を 三五 N 工 工
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（

雜

　
　

録
）

　
0
話
の

種

プ

リ
ン

ク

マ

ン

に

從
つ

て

簡
單
に

記
す

と

　
『

浮

游

性、

頭
域
器、

排
泄

器、

吻

鞘
の

枝

管
及

血

管
の

横
の

連

絡
な

し
梼

集
は

頭
部
に

扁

在
す
』

　

　

　
　

。

　

其
外
浮

游

性
生

活
に

俘
ふ

て

杢

形
が

扁

平
に

な

り、

鰭
の

如

き

附

屬
物
が

生
じ

、

原
來
の

筋
肉
は

退

化
し

游

泳
の

爲
め

の

筋
が

發

育
す
る

傾
が

あ
る

と
か
、

ヌ

は

腸
の

枝
管
の

數
の

減
す
る

と
か、

腦

の

背
面
の

方
の

節
が

小

さ

ぐ
な

つ

て

居
る

と
か
、

域
器
が
一

般
に

甚
し

く

退
化

し
て

居
る

と

か
、

卵
巣
の

中

に

發

育
す
る

卵
の

數
が

非
常
に

減
じ

て

居
る

と
か
、

種

類
に

よ
り

て

は
一

般
の

紐
蟲
に

は

全

ぐ
缺
け

て

居
る

陰
莖
の

如
き

者
が

發
達

し

て

居
る

と
か

云

ふ

樣

に

注
意

す
べ

き

變
化

を

生
じ
て

居
る

。

　

　

　

　

（

駒
井
卓
）

　
　

●
話
の

種

●
臺
灣
の
、・、

カ

ド

雉
は

阿

里

山
新
高

山

方
面

に

限
り

て

棲
息

す
る

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

も
の

よ

樣
に

思
は

れ
て

居
だ

が

中
央

山

脈
一

帶
の

高
地

海

拔
七

千

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
一

尺

内
外
の

揚
所
に

は

偏

べ

分
布
し
て

居
る

も
の

ら
し

く、

南

投
廳

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
｝

能
高
山
の

中

腹
で

捕
ヘ

セ

も
の

は

目

下

新
宿

御
苑
に

飼
育
さ

れ
て

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
…

居
る

筈
で

あ

る

が

近

く

予
が

花

蓮

港

方

面
の

蠻
地

を

跋

渉
し
亮

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
｝

際、

内
タ

ニ
、

タ

ウ

茅

樊
の

居
住

地

附

誓
於
・

葎
息

挫

を
發
見

し
た

、

其

當
時
蠻
人
と

交

渉

し
て

雌
雄
一

番
を

五

圓
で

買
　 

ひ

上

げ
る

事
に

取

き
め

た

處
が

三

日

間
に

三

番
を
生

鑰
し
て

呉

れ

た。

其

後
之

は

よ

き

商
賣
と
思

ふ

だ

の

か

蠻
人

共
が

績
々

出
動

し

て

約
五

十

番
を

捕
へ

之

を

右

の

價
格
で

買
ひ
上

げ
て

呉
れ

と
申

込

ん

で

來

π

の

で

大
に

閉
口

し
だ

が

之

に

よ

つ

て

見
れ

ば

花
連
港

管

殉
の

方
が

其
圭

産
地

ら

し

く
患

は

＠

る、

其

肉
も
味
つ

て

見
た

が

三

六

非
常
に

結

構
で

あ

る
、

斯
く

豊
富
に

産
す

る

事
が

到
明
し
て

見
れ

ば

肉
用
若

く

は

美
術

用
と

し
て

人
工

塘
殖

を

計
る

價
植
は

充
分
あ

る

と
思
ふ
．

●
雉
と
云
へ

ば

支

那
方

面
で

は

朋

毛
捉

集
の

目

的

を
以
て

金
鷄

烏

や
其

他
の

雉

類

を
大
々

的
に

飼

育
し
て

居
る

と
の

詩

剽
が

あ

つ

陀
。

合
衆
國
政
府
は

之

に

多
大
の

注
意
を
拂
ひ

其
眞

僞
を

確
む
る

陀

め

に

調

査
の

歩
を
進

め

陀
が

紐

育
動
物

學

會
の

鳥
學
者
や

紐

育

博
物
館
の

支

那

探
瞼

隊
長
の

雉
專，
門
の

乃

訓
践
リ

ユ

ウ

氏

等
に

よ

り

て

其

噂
は

事
實
無
根
で

め

る

事
が

確
め

ら
れ

た
．

雲

南
の

土

民

は

雎
を

誘

き
よ

せ

る

た

め

に

雄
雉
を

飼
育
す
る

事
が

あ

る

そ
う

で

あ

る

が
、

お

と
り

と
な

る

と

肉
用

と

し
て

は

市
價
五

六

十

錢
を

普

逋
と

す
る

も

の

が
一

朋

二

十
五

六

圓
に

値

す
る

の

で

之

を
大

規
模

に

飼
育
す
る

事
は

出

來
か

ね
る

そ

う
で

あ
る
、

又

支

那
や

印
度

支

那
で

は

雉
の

輸
出

を

嚴
禁

し
て

居
る

や
に

聞
て

居
る

が

之
は

若
し

其

朋

毛
が

高
價
に

賣
買
さ

れ
る

と
な

れ

ば
利
に

さ

と
き

支

那
人

は

之

を

濫

獲
し
て

忽
ち

絶
滅
さ

せ

る

恐

が

あ
る

か

ら

で

あ

ら
う

。

●
9
さ
ミ
丶
、

毛
蒭

の

手
に

よ
弩

て

支
那
に

關
す
る

百

科

釡

書
（、
一 、

τ

♂
＝

3、
。

ゴ、｝
x・（剖
夛

ヱ

三
。

む

が

刊
行
さ

れ
亢

。

支

那
研

究
に

は

非
常
に

便
利

な

書
籍
で

あ

る

が

其
中

に

は

博
物
に

關
す

る

交

献
と

諸

種
の

記
事
が

豊
富
に

載
せ

ら

れ
て

居
る

の

で

我
々

に

取
つ

て

も

大
に

便

利

で

あ

る

響
へ

ば

鳥
の

欄
で

は
・
M
一
V

「

三
二・
〉

弓^

ヨ

三｛
；

が

百
五

十
五

項
に

亘
り

て

詳

細
な

記
蓮

を

試
み

て

居
る

が

其

他

政

府
筋
か

ら
提

供

し
た

科

學
的

記
事
が

多
い

．

●
滿

洲
に

産

す
る

羚
羊
（
纂
こ

ミ
ミ

ミ、、
こ
こ
ぐ｝
ミ、

）

の

速

力
に

就
て
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一Eleotronlo 　Llbrary 　


